
パ

レ

ー

ド

に

先

立

つ

集

会

で

主

催

者

を

代

表

し

て

、

宇

都

宮

健

児

代

表

呼

び

か

け

人

（

元

日

弁

連

会

長

）

が

挨

拶

し

、

そ

の

冒

頭

で

、

来

年

度

か

ら

江

東

区

の

中

学

生

が

使

用

す

る

教

科

書

に

つ

い

て

、

侵

略

戦

争

を

肯

定

す

る

育

鵬

社

・

自

由

社

の

歴

史

・

公

民

教

科

書

が

不

採

用

に

な

っ

た

こ

と

が

報

告

さ

れ

拍

手

に

包

ま

れ

ま

し

た

。

「

戦

争

法

案

は

、

違

憲

法

案

で

廃

案

し

か

な

い

。

安

倍

政

権

を

倒

し

、

退

陣

に

追

い

込

も

う

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

続

く

参

加

者

に

よ

る

リ

レ

ー

ト

ー

ク

で

は

、

11
組

13
名

が

そ

れ

ぞ

れ

の

思

い

や

廃

案

へ

の

決

意

を

語

り

ま

し

た

。

最

初

に

挨

拶

に

立

っ

た

あ

ぜ

上

都

議

は

「

国

会

で

の

論

戦

と

世

論

が

与

党

を

追

い

込

ん

で

き

て

い

る

。

廃

案

ま

で

頑

張

ろ

う

」

と

訴

え

、

東

部

法

律

事

務

所

の

弁

護

士

、

新

婦

人

江

東

支

部

、

都

教

組

江

東

支

部

、

原

発

ゼ

ロ

の

活

動

を

し

て

い

る

女

性

、

９

条

の

会

な

ど

が

次

々

と

発

言

し

ま

し

た

。

集

会

後

パ

レ

ー

ド

は

、

亀

戸

コ

ー

ス

と

東

陽

コ

ー

ス

の

２

コ

ー

ス

。

亀

戸

コ

ー

ス

の

先

頭

を

行

く

宣

伝

カ

ー

か

ら

は

小

学

校

２

年

生

の

明

る

く

テ

ン

ポ

の

い

い

ア

ピ

ー

ル

が

リ

ー

ド

し

ま

し

た

。

子

ど

も

を

肩

車

し

た

お

父

さ

ん

な

ど

親

子

や

浴

衣

姿

の

女

性

な

ど

、

沿

道

か

ら

寄

せ

ら

れ

る

声

援

、

飛

び

入

り

参

加

者

も

。

「

戦

争

法

案

撤

回

せ

よ

」

「

憲

法

・

９

条

を

守

れ

」

「

命

と

暮

ら

し

を

守

れ

」

の

ア

ピ

ー

ル

が

響

き

渡

り

ま

し

た

。

７

月

25
日

午

前

に

は

、

戦

争

法

案

の

廃

案

を

め

ざ

す

砂

町

地

域

の

住

民

ら

が

、

東

砂

６

丁

目

の

地

区

集

会

所

で

80
名

の

参

加

し

「

戦

争

法

案

に

反

対

す

る

砂

町

の

会

」

の

発

足

集

会

が

開

か

れ

ま

し

た

。

元

労

組

役

員

ら

に

加

え

て

、

複

数

の

団

地

自

治

会

役

員

や

元

自

治

会

長

、

元

学

校

長

ら

が

呼

び

か

け

人

に

名

前

を

連

ね

、

70

年

前

の

東

京

大

空

襲

の

被

害

の

記

憶

を

受

け

継

ぐ

地

域

の

住

民

と

し

て

、

戦

争

法

案

に

反

対

の

声

を

上

げ

ま

し

た

。

参

議

院

で

の

法

案

審

議

を

に

ら

み

、

廃

案

を

求

め

る

地

域

で

の

パ

レ

ー

ド

、

衆

参

両

院

議

長

宛

の

請

願

署

名

を

集

め

る

行

動

計

画

な

ど

を

決

め

ま

し

た

。

集

会

後

、

猿

江

公

園

で

の

行

動

に

こ

ぞ

っ

て

参

加

し

ま

し

た

。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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７

月

25
日

、

猿

江

公

園

で

「

戦

争

法

案

ぶ

っ

潰

せ

江

東

行

動

」

の

集

会

が

開

か

れ

、

地

域

や

職

場

か

ら

駆

け

付

け

た

９

０

０

名

を

超

え

る

空

前

の

参

加

で

し

た

。

【
寄
稿
】
畠
中
ひ
ろ
し

８
月

９

日

へ

の

３
日

間
、

江

東
代

表

団

15
名

が

長
崎

の

原

水

禁

世
界

大

会
に

参

加

し

ま

し
た
。

被
爆

70
年
の
節
目
の

世

界
大

会

。

折

し

も
防

衛

相
の

、

核

兵

器

輸
送

は

可
能

、

と

の

参

院
答

弁

に
、

戦

争

法

案

・
核

兵

器
反

対

の

声

が

全
国

で

沸
き

立

つ

中

で

の
開

催
で
す
。

核
不

拡

散

条

約

再
検

討
会
議
で
は
、
核
兵
器
・

軍

備
抑

制

へ

の

民

主
主

義

、
法

の

支

配

、

抑
止

力

否

定

、
紛

争

の

平

和

的

解

決

の
４

つ

の

流

れ

が

、

世

界
的

に

も

確

か

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今

年

の
原

水

禁

大

会

は

、

こ

れ
に

逆

流

す

る

安
倍
政
権
の
戦
争
法
案
、

米

軍

基

地
拡

大

、

原

発

再

稼

働

の
反

国

民

、

反

社

会

性

が
焦

点

。

怒

り

の

大

会

参
加

者

６

０

０

０

人

の

、
核

廃

絶

の

願

い

、

安

倍
政

権

打

倒

へ

の

叫

び

が
、

熱

く

大

き

く

響

き

渡
り

ま

し

た

。

米

軍

基

地
反

対

！

原

発

Ｎ

Ｏ

！

戦
争

法

案

は

廃

案
し
か
な
い
！

戦
争
法
案
反
対

砂
町
の
会
結
成

江
東
か
ら
世
論
の
力
で
戦
争
法
案
の
廃
案
を

「
戦
争
法
案
ぶ
っ
潰
せ
」
江
東
実
行
委
員
会

８
月
22
日
16
時
か
ら
２
時
間
に

わ
た
り
「
東
京
大
空
襲
を
体
験
し

た
江
東
区
民
は
戦
争
法
案
に
反
対

し
ま
す
」
の
横
断
幕
や
幟
を
立
て

た
豊
洲
の
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
に
、
延

べ
50
人
が
参
加
し
、
保
育
士
さ
ん

た
ち
の
歌
や
踊
り
を
交
え
て
戦
争

法
案
の
廃
案
を
呼
び
か
け
る
署
名
・

宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
あ
ぜ
上
都

議
や
大
沢
元
都
議
の
連
帯
の
挨
拶

や
区
職
、
教
職
員
、
石
川
島
や
き

か
ん
し
印
刷
の
労
働
者
、
沖
縄
の

基
地
反
対
に
取
り
組
む
区
民
な
ど
、

次
々
と
マ
イ
ク
を
握
り
語
り
か
け

ま
し
た
。

戦
争
法
案
の
シ
ー
ル
投
票
は
、

「
平
和
な
日
本
が
い
つ
ま
で
も
続

く
よ
う
に
」
な
ど
と
書
き
込
ん
だ

小
学
生
の
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
賛

成
１
反
対
66
と
い
う
結
果
で
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
９
月
５
日
の

東
陽
公
園
か
ら
の
パ
レ
ー
ド
第
二

弾
と
14
日
の
国
会
30
万
人
集
会
へ

の
参
加
を
訴
え
ま
し
た

立
秋
を
過
ぎ
て
も
記
録
的

な
炎
暑
が
続
き
ま
し
た
。

戦
争
で
中
断
さ
れ
て
97
回

と
な
る
百
年
目
の
高
校
野

球
の
熱
戦
や
夏
祭
り
が
始

ま
り
ま
し
た
▼
14
日
、
終
戦
記
念

日
前
日
の
安
倍
談
話
。
村
山
談
話

の
３
倍
近
い
長
文
の
冒
頭
か
ら
首

相
の
歪
ん
だ
歴
史
認
識
が
露
呈
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
憲
法
は
半
世

紀
に
わ
た
る
戦
争
に
導
い
た
天
皇

主
権
の
「
欽
定
憲
法
」
。
日
露
戦

争
に
よ
り
日
本
が
韓
国
を
領
土
と

し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実

で
す
▼
さ
ら
に
二
次
に
わ
た
る
世

界
大
戦
に
よ
る
悲
惨
な
戦
禍
に
つ

い
て
も
述
べ
て
い
ま
す
が
「
痛
切

な
反
省
と
心
か
ら
の
お
詫
び
」
は

歴
代
内
閣
の
立
場
と
い
う
だ
け
で
、

侵
略
戦
争
の
謝
罪
に
は
踏
み
込
ま

な
い
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
▼
「
積

極
的
平
和
主
義
」
と
は
、
今
も
１

兆
５
千
億
円
を
投
入
し
て
核
弾
頭

を
開
発
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
核

の
傘
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争

に
参
戦
す
る
「
戦
争
法
案
」
の
強

行
で
す
。
「
兵
站
」
を
「
後
方
支

援
」
、
「
武
力
行
使
」
を
「
武
器

使
用
」
な
ど
の
ご
ま
か
し
は
次
々

と
暴
露
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
相
周

辺
か
ら
「
法
の
安
定
性
は
無
関
係
」

と
か
「
戦
争
は
イ
ヤ
と
は
自
己
中
」

な
ど
の
本
音
が
洩
れ
て
い
ま
す
▼

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
S
な
ど
学
生
た
ち
の

自
主
的
な
行
動
こ
そ
日
本
の
希
望

で
す
。
終
戦
記
念
日
を
迎
え
、
戦

争
体
験
者
の
生
々
し
い
記
憶
が
放

映
さ
れ
ま
す
。

７
月
25
日
に
は
、
亀
戸
コ
ー
ス

を
歩
き
通
し
ま
し
た
。
隊
列
の

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
語
源
は
「
和

を
背
負
う
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
沿
道
の
人
々
に
は
「
平
和
を

一
緒
に
」
と
響
い
た
で
し
ょ
う
。



新
聞
紙
の
カ
ラ
ー
部
分
を
指
先

で
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る
「
新
聞
ち
ぎ

り
絵
展
」
が
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー

の
２
階
ロ
ビ
ー
で
、
７
月
24
日
〜

26
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

新
婦
人
江
東
た
つ
み
班
ち
ぎ
り

絵
小
組
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の
３

年
間
に
一
人
１
０
０
枚
を
め
ざ
し

て
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
作
品
の
数
々
。

絵
手
紙
約
６
０
０
点
の
ほ
か
、
何

枚
も
の
葉

っ
ぱ
を
模

様
に
し
た

「
葉
っ
ぱ
あ
そ
び
」
６
点
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
圧
巻
で
し

た
。４

年
前
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
に
よ
る
原
発
事
故
で
、
や
む
な

く
福
島
県
浪
江
町
か
ら
江
東
区
に

避
難
し
て
い
る
出
品
者
の
ひ
と
り

岩
野
芳
子
さ
ん
は
「
寂
し
く
て
、

悲
し
く
て
、
つ
ら
い
毎
日
で
し
た

が
、
こ
の
絵
手
紙
を
作
る
こ
と
を

知
っ
て
か
ら
、
と
て
も
勇
気
づ
け

ら
れ
、
元
気
が
で
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も
あ
り
、

初
め
て
の
人
は
ま
ず
「
葉
っ
ぱ
」

を
描
く
こ
と
か
ら
実
際
に
体
験
し

「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
感
想
。
猛

暑
の
な
か
で
し
た
が
、
３
日
間
で

の
べ
２
０
０
名
を
超
え
る
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

各
審
査
の
冒
頭
、
２
人
の
新
任
の

委
員
か
ら
育
鵬
社
・
自
由
社
を
評
価
す

る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
傍
聴
席
に
緊
張

が
走
り
ま
し
た
が
、
委
員
長
と
教
育
長

が
指
導
要
領
の
国
際
理
解
な
ど
の
規
定

や
生
徒
が
学
び
や
す
く
、
指
導
し
や
す

い
資
料
の
充
実
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
、

歴
史
は
「
教
育
出
版
」
、
公
民
は
「
東

京
書
籍
」
と
、
前
回
と
同
じ
出
版
社
の

教
科
書
を
推
せ
ん
す
る
提
案
が
さ
れ
る

と
、
全
員
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
８
月
12
日
の

「
考
え
る
会
」
世
話
人
会
で
は
、
コ
メ

ン
ト
（
要
旨
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
区
教
委
が
来
年
度
か
ら
使
用
す
る
中

学
校
社
会
科
教
科
書
と
し
て
複
数
の
委

員
よ
り
、
育
鵬
社
・
自
由
社
を
評
価
す

る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

当
初
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

り
、
私
た
ち
の
運
動
の
必
要
性
を
改
め

て
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。

文
科
省
の
検
定
を
合
格
し
た
と
は
い

え
、
両
社
の
教
科
書
は
現
行
の
学
習
指

導
要
領
か
ら
見
て
も
不
十
分
で
あ
る
と

の
判
断
が
下
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
『
平
和
宣
言
都
市
江
東
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
科
書
を
手

渡
す
』
と
い
う
『
考
え
る
会
』
の
取
り

組
み
や
区
民
の
願
い
が
届
い
た
結
果
で

あ
る
」

前
日
に
都
教
委
が
再
び
育
鵬
社
の
採

択
を
決
定
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
「
教

育
再
生
首
長
会
議
」
に
区
長
が
加
盟
し

て
い
る
品
川
区
や
、
前
回
は
育
鵬
社
を

採
択
し
た
太
田
区
で
も
不
採
択
に
な
る

な
ど
、
江
東
区
の
結
果
が
先
鞭
を
つ
け

た
と
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
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概説

大戦前の日本経済は、輸入超過と借金返

済に追われ、事業不振による解雇で争議が

おこっていました。1914(大正３)年、欧州

中心の大戦勃発に乗じ、アジア市場への進

出と連合国からの軍需品注文が加わり、日

本経済は空前の活況に湧きました。

江東地区でも、製鋼、機械、化学などの

重化学工業がさかんになります。1912(大

正元)年の日本鋳鋼（大島７丁目）に加え、

17年に大島製鋼＝後の日曹製鋼（同４丁目）

と東京鋼材＝後の三菱鋼材（同６丁目）、

21年には砂町に宮製鋼所＝後のトピー工業、

23年に高砂鉄工大島工場(同３丁目）が設

立。機械工業では、佃島機械製作所が1916

年に亀戸に工場を移し、後に日立製作所に

なります。

石川島造船所は造船ブームで、3200トン

級３隻を米国に輸出、1910年に深川分工場

で貨物自動車（後のいすゞ 自動車）の製造

を始めます。1902(明治35)年の資本36万円

を17年には500万円まで伸ばしました。

千駄ヶ谷にあった藤倉電線は、1923(大

正12)年に木場１丁目に移り、敷地14万平

方米の大工場で電線、ケーブルなどを製造

しました。

亀戸、砂町には、浜田精機、田原製作所、

東京亜鉛鍍金、松尾橋梁など多くの工場が

つくられます。

化学工業では、大島７丁目の中川沿いの

日東化学で、硫酸や過燐酸石灰などの化学

肥料が生産されました。

南葛飾郡の人口の３分の１を占める亀戸、

大島、砂町は、野菜や魚介類を供給する地

域から、工場が林立する工業地帯へ移行し

ました。

"小工場に酸素溶接のひらめき立ち

砂町四十町夜ならんとす"
<土屋文明歌集「城東区」1933(大正８)年>

大戦中、材木商の長谷川満次郎など「成

金」が生まれる一方、物価高や過酷な条件

で苦しむ民衆や労働者は学習や実践で成長。

労働運動の組織者に、日立亀戸の戸沢仁三

郎、石川島深川に河田賢治、横石信一らが

います。

藤倉電線 （47）

「第一次世界大戦と江東工業地帯」

☆
行
事
日
程
☆

９
月
５
日（
日
）

〇
戦
争
法
案
ぶ
っ
潰
せ
江
東
パ
レ
ー
ド
・
Ⅱ

17
時
〜

東
陽
公
園
〜
門
前
仲
町

〇
戦
争
法
案
反
対
大
島
の
会
結
成
集
会

18
時
〜

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

９
月
６
日（
日
）９
時
30
分
〜

〇
団
地
９
条
署
名

南
砂
２
丁
目
団
地

９
月
６
日（
日
）13
時
〜

〇
亀
戸
事
件
追
悼
会

赤
門
浄
心
寺

９
月
26
日（
土
）16
時
〜

〇
地
域
労
組
こ
う
と
う
第
７
回
定
期
大
会

東
京
土
建
江
東
支
部
会
館

江
東
区
中
学
校
教
科
書
採
択

育
鵬
社
・
自
由
社
は
不
採
択

歴
史
・
「
教
育
出
版
」
、
公
民
・
「
東
京
書
籍
」

７

月

24
日

、

江

東

教

育

委

員
会

第

７

回

定

例

会

が

教

育
セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

、

62
人
の

傍

聴

希

望

者

か

ら

抽

選
で

20
人
が

見

守

る

な

か

、

歴

史
、

公

民
教

科
書

が

採
択

さ

れ
ま

し

た
。

中
村
美
智
子
会
長
は

「
戦
争
法
案
が
成
立
す
る

と
い
つ
で
も
戦
争
で
き
る

国
に
な
り
大
変
な
こ
と
に

な
る
。
江
東
区
の
教
科
書

問
題
で
は
、
私
た
ち
の
運

動
で
、
育
鵬
社
の
教
科
書

を
不
採
択
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
上
げ
た
。
原
水
禁

大
会
、
母
親
大
会
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

２
人
の
方
が
「
戦
争
体

験
」
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

満
州
で
終
戦
を
迎
え
た
道
祖
尾
朋
子

さ
ん
は
引
揚
げ
直
前
に
生
ま
れ
、
お
母

さ
ん
か
ら
聞
い
た
当
時
の
様
子
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
２
年
後
に
引
き
揚
げ
ま
し

た
が
、
当
時
を
知
る
人
か
ら
「
良
く
生

き
て
こ
ら
れ
た
ね
。
栄
養
失
調
で
泣
く

こ
と
も
寝
返
り
も
出
来
な
か
っ
た
の
に
、

よ
く
大
き
く
な
っ
た
ね
」
と
驚
か
れ
ま

し
た
。
混
乱
の
な
か
を
帰
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
父
母
や
姉
が
い
た
か
ら
こ

そ
だ
と
振
り
返
り
ま
す
。

北
朝
鮮
南
湖
生
ま
れ
の
斎
藤
絹
子
さ

ん
は
、
小
学
生
の
頃
に
戦
争
の
時
代
を

過
ご
し
、
戦
時
中
の
教
科
書
を
示
し
、

「
木
口
小
平
の
死
ん
で
も
ラ
ッ
パ
を
離

さ
な
か
っ
た
」
の
ペ
ー
ジ
を
紹
介
。

運
動
場
は
、
畑
に
な
り
ソ
バ
を
作
っ

た
。
８
月
15
日
に
は
、
講
堂
に
集
め
ら

れ
校
長
が
敗
戦
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。

家
に
帰
り
話
を
す
る
と
「
戦
争
が
終
わ
っ

た
。
夜
は
カ
ー
テ
ン
を
し
な
く
て
も
い

い
ん
だ
よ
」
と

母
に
言
わ
れ
「
明
る

い
夜
を
迎
え
ら
れ
る
」
と
喜
ん
だ
。

参
加
者
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
「
殺

し
殺
さ
れ
る
国
」
に
絶
対
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

原水禁世界大会、母親大会応援

７
月

19
日

、
新
婦

人
江

東
支
部

の
主

催
で
「

原
水

禁
世

界
大

会

、
母

親
大
会

応
援

」
の

バ
ザ
ー

な
ど

の
「
平

和
フ

ェ
ス

タ
」

が

小
松
橋

区
民

館
で
開

か
れ
ま

し
た
。

当時の 教科書を示し戦争体験を話 す斎藤絹子さん
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